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ヤーは第1？．の．ごとくてあ．る．

　最終作1｝71のK－8用ラン千ヤーを／悟いれtfi原1〔IJとL．c

K－6以1］O’のすべてV）機種の発射は可能で畜｝るが，ロケ

ットの開発に⊥ミ1∫応してランチャー設計も進んで．き言こ状態

で乎算・lil艮の紫：素もあるの．〔許種の下式のが造られて

第9図　K－8ランチャー
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きたわけである．K－6ランチ1’一はK－3

と⊥七1鮫Lてレールが員く重隣造になり，’ミ

計・口1べも明追Lていたので移動式ランチ

ャーば製作し難いと判断Lて発射点圃定

式を1Lんだが、その実際操作の終験から本

型式は操作しロケット装音・角反設定）と

保守に欠点があることが判ったので，K－8

ランチャー1．k「q姐を排Lてホイスト付の重

．購造ピー1、をナ「車：1二V）q上ノニ訂と：｝1’1．二y，｝「季み切っ

r二．－4一でにK－8型5穐，K－6型2機の発

射な行なったバ，設定操作に皆一「二1り手数が

かかる二とが蝋：であるが，最初の1－、1乍：二し

てはまri‘満足すぺきものと思う・第9図に

K－Sランチt’一を云r‡幽．

　ランチ＋一設計では下記が足㍉1匙思う．

　（1｝与えられた機種・発射角について，所要のランチ

　　ング．速度と分．散特‘「生に即si：したレールの長さと配

　　置，ブーム構造の設計，スリソバ・シューの設．；1’．

　（2）一「：下角没定方法，方向角設定方法，．i］－A’L　irir，’．

　（3）朝三引方法，ロケット共．音力法，計器調整法・

　7．むす　び
　以．1：K－SをP［1心とし一〔構造置1題を概観した．K－8の

完成の忌義は大ぎいt，1二のK－8は〔1，420チャンバ

地「：燃焼試験，〔2｝K－7，（3）K－8－D，（4）K81，

2｝｝機，｛5｝K－8－3．4｝｝機の殿短輩ll離の数段1；皆を経て

完成されたものであζ〕が，構造の方rl「から1．r．C3）のK

－8－Dの戊否，」｛最大のヤマ場であ一）た，35年3月にK

．．W－Dがバスした時に，構造開係でばK－8の完．嘆は8

∫｝通り］’．想されたことであつた．

　構造関係では所内．’c・［．幼11：1蔭教授，女藤助教授，⊥学部

のlh名・llい鷲llヒ教提，　liJ．研の池11i教授，富田助教授等

の多くの方りご指亭をえている．　　　〔1［，60．11．3）
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一．al　fi　cosθ十f2　sin　o

　D　　　si叫コ
｝－K4］coqθ

　　LLtT

　　　　　　　誤．

イ聯助．ムα盈ハ・

　a2　fi　C。sθ＋ルsinθ

　Z）　　　sing
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